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『バーチャルGIS 実世界を完全に再現する』

身近になりつつあるGISの未来像とは、
将来のイメージや必要な技術、社会への影響などを概説

森山 和道（サイエンスライター）

企業による社員のネットアクセス監視が当然の現代
結果的に社員のモチベーションを低下させることに

山川 健（ジャーナリスト）

実世界をバーチャル化し、情報システ

ムの上に再構築する――。

少し前まではこんな話をしても、なか

なか実感を抱いてもらえなかった。それ

がカーナビの急速な普及と高度化、GPS

ケータイの普及、配車システムや土地の利

活用へのGIS（地理情報システム）の活用、

そしてGoogleマップのようなアプリケー

ションの登場に伴って、猛烈な勢いで親

近感を増しつつある。

現在の3次元地図は、表面の形と、こ

れまでの2次元地図が持っていた属性情

報を貼り付けたレベルに留まっている。

だが、遠くない将来、建築CADデータ

との融合による内部レイアウト情報をはじ

め、そこに出入りする人間や車両その他

オブジェクトの移動体の情報、履歴など時

間軸上の情報などが全て統合される時代

がやってくる。現実世界の情報と同期し、

電子的に再現された時空間の中で様々

なサービスが展開する時代が、すぐそこ

までやってきている。

本書は、そんな時代を展望し、将来の

イメージや必要な技術、社会への影響な

どを概説したものである。複数の著者が

執筆している。書き方も執筆コンセプトも

統一されていないし、GISの持つ社会的

インパクトに対する考え方もバラついてい

る。だが現時点では様々な考え方を知る

ことが重要だ。これはこれで良い。

頭にはGISの未来を描くSF小説が付

されているのだが、これは余計。

個人情報保護法の今年4月の全面施

行、頻発する個人情報漏洩事件。こうし

たことを背景に今、企業が社員を監視す

る行為が当たり前になってきた。加えて、

街には防犯を大義名分とした監視カメラ

があふれ、さらに主要道路にはNシステ

ムのカメラが張り巡らされている。知ら

ず知らずのうちに、我々の行動が筒抜け

になる社会システムが出来上がってし

まった。

本書は、会社内での社員のパソコン利

用に対する監視に関し、そのシステム、

ソフト、実態を、する側とされる側への

取材を通して解説している。

社員がアクセスしたサイトやメールの

内容を、情報システム部などがチェック

することはもはや一般的。しかし現実的

には、社員のモチベーションを下げる結

果になっている。監視されている状況下

では、社員がインターネットを使わなくな

るからだ。本書では「監視ソフトやフィル

タリングによる一律規制が会社業務の効

率を低下させる恐れは確かにある」と指

摘している。

取引先や監督官庁に対して、情報漏洩

防止に努力しているポーズを示すために

監視システムを導入しているのが企業の

本音、ということが本書から理解できる。

「煽り立てるセキュリティー業界、踊らさ

れる企業」。本書は、社員を監視すれば

問題が解決するという姿勢を改める必要

性も説いている。

B o o k M a r k

『プライバシー・ゼロ 社員監視時代』

モバイル・バーチャルGIS研究会 著

東明 佐久良 編

ISBN：4-274-50019-5
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『壊れる日本人 ケータイ・ネット依存症への告別』

テクノロジーに支配される前に
立ち返るべき“日本人”の本来の姿とは？

神野 恵美（欧州在住・編集記者）

ブログが生んだ「草の根ジャーナリズム」に、
新たな時代の到来と可能性を見る

近年、青少年による凶悪犯罪や医療ミ

ス、企業不祥事などの重大事件が増加

し、“安全神話”が崩壊しつつある日本。

豊かな経済力と優れた技術力を誇るこ

の国が、一方でこうした歪みを抱えてい

る事実。この原因を探るべく、著者はIT

に依存した現在の日本の姿に注目する。

著者はまず、過度な効率主義が人間の

自己中心的な要素を助長していると指摘

する。確かに、我々は文明の利器によっ

て、時に全知全能であるかのような錯覚

にも陥り、匿名性が守られるネットの世

界では、現実世界よりも行動に無責任で

いられる。さらに著者は、“曖昧さ”を許

容する日本特有の文化と、効率優先の

“曖昧さ”を許さないITの資質との差異

にも言及する。つまり我々は、その“曖

昧さ”ゆえに、対極にあるものでさえも

容易に受け入れてきた。しかしITへの

依存が高まるにつれ、“曖昧さ”によって

保たれてきた文化や道徳までもが失わ

れ、この国の人々を破壊し始めたのだ。

実際、海外に暮らしていると、日本とい

う国の興味深さを思い知る。我々は、歴

史ある古い建物や文化を温存する一方

で、近代的な建築物がそびえる都市でハ

イテクな生活を送る。これもまた 、“曖昧

さ”ゆえに育まれた文化の象徴だろう。

我々は、日本の社会がこの微妙な均衡の

中で成り立っていることを深く認識し、IT

への依存を今こそ考え直さなければなら

ないことを本書で知るだろう。

斉藤 彰男（編集者、SE）

この1年ほどの間に「ブログ」という言

葉は急速に広まり、もはや市民権を得たと

いえるまでになった。誰もが簡単にウェブ

ページの更新を可能にしたこの道具箱は、

いまや個人の日記に、趣味や生活情報の

交換に、企業のマーケティングや広報に、

はては有名人や社長の発言の場として、

さまざまな分野で利用されるようになった。

米国におけるジャーナリズムもその1つ

であるが、本書の著者ダン・ギルモア氏

は、ブログの登場によって、これまでの巨

大メディアによるニュースの制作と報道のス

タイルが大きく変貌するだろうと指摘する。

これまではニュースの受け手であった

読者が、ブログを手にして情報の発信者

となる「草の根ジャーナリズム」が生まれ、

やがてそれは巨大メディアを席巻すること

になるかもしれないと、ギルモア氏は語る。

たしかに、ブログを使って個人から発信

される情報は、信頼性、公平性といった

点でマスメディアには及ばないし、また意

図的な情報誘導といった罠もときには存在

する。しかし、一方で大衆によってもたら

される豊かな知識は1人のジャーナリスト

を超えるものがあるし、またコミュニティー

による自律的な事実確認や訂正といった

優位性があるともギルモア氏は指摘する。

本書は、あえてサンノゼ・マーキュリー・

ニュースのコラムニストという地位を捨て、

草の根ジャーナリズムを実践するためのベ

ンチャーを設立したギルモア氏の「独立宣

言」ともいえる力作である。

本でしか得られない知識がある。

今月の、お勧め、お役立ち、元気になる書籍。

『ブログ 世界を変える個人メディア』

柳田邦男 著

ISBN：4-10-322315-4

定価：本体1,400円＋税

新潮社

ダン・ギルモア 著

平 和博 訳

ISBN：4-02-250017-4

定価：本体 2,100円＋税
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